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作
文
に
み
る〝
コ
ロ
ナ
禍
の
親
切
〟と
は

　

今
年
の
夏
休
み
は
短
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
泊
ま
り
に
行
け
な
い
の
で
、
私
は
ペ
ン
立

て
を
作
っ
て
届
け
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
、
材
料
を
そ
ろ
え

に
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
物
に
行
っ
た
と
き
の
で
き

ご
と
で
す
。

　

ふ
だ
ん
で
あ
れ
ば
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
な
の
で
す
が
、

そ
の
日
は
お
母
さ
ん
が
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
一
人
で
欲
し

い
物
を
メ
モ
に
と
っ
て
ス
ー
パ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
考
え

て
み
る
と
、
初
め
て
の
一
人
で
の
買
い
物
で
、
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
も
、
少
し
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
ま
し
た
。
と
て

も
暑
い
日
だ
っ
た
の
で
、
マ
ス
ク
の
中
は
汗
で
ベ
ト
ベ
ト

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
の
入
口
に
着
く
と
、
店
内
か
ら
流
れ
る
エ
ア

コ
ン
の
す
ず
し
い
風
が
気
持
ち
良
よ
く
て
、
マ
ス
ク
を
は

　

残
念
な
が
ら
、
東
京
で
の
全
国
表
彰
式
（
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の
各
種
表
彰
）
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

ろ
っ
て
上
位
賞
を
受
賞
し
た
島
田
さ
ん
兄
妹
を
た
た
え
、

12
月
2
日
（
水
）、
三
山
東
小
学
校
で
は
贈
呈
式
を
開

催
。
船
橋
市
支
部
（
事
務
局
：
千
葉
興
業
銀
行
船
橋
支

店
）
の
林
静
誠
代
表
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
島
田
侑ゆ

芽め

さ
ん
、
侑
芽
さ
ん
の
兄
で
特
別
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
島
田
駿は
や

人と

さ
ん
（
三
山
中
学
校
2
年
）
に

賞
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

侑
芽
さ
ん
は
昨
年
度
、
病
院
の
待
合
室
で
、
診
察
の

結
果
が
心
配
で
心
細
そ
う
な
女
性
の
話
を
、
母
親
と
一

緒
に
親
身
に
な
っ
て
聞
い
て
あ
げ
た
こ
と
を
作
文
に

書
き
、
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
。
2
年
連
続
の
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
全
国
表
彰
式
で
大
臣
賞
受

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
】　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
ま
す
よ
う
に

千
葉
県　

船
橋
市
立
三
山
東
小
学
校　

四
年　

島
田 

侑
芽

◦
表
彰
式
レ
ポ
ー
ト　

お
め
で
と
う　
兄
妹
で
Ｗダ

ブ
ル

受
賞

今
年
度
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
改
め
て
人
と
の
関
係
を
見
つ
め
た
作
文
が
多
く

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
休
校
や
外
出
自
粛
は
小
中
学

生
に
様
々
な
気
づ
き
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
す
。

最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た
作
文
も
、﹁
コ
ロ
ナ
禍
の
親
切
﹂
が

テ
ー
マ
。
小
学
生
ら
し
い
心
優
し
い
視
点
は
、
不
安
で
余
裕
の
な
い
大
人
た
ち
に

大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
兄
妹
で
の
上
位
賞
受
賞
と
い
う
全
国
初
の
快
挙
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ず
し
て
汗
を
ふ
き
た
く
な
り
ま
し
た
が
、
入
口
の
ド
ア
の

横
に
、『
店
内
に
は
マ
ス
ク
を
着
け
て
お
入
り
く
だ
さ
い
』

と
貼
り
紙
が
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
マ
ス
ク
を
は
ず
す

の
を
が
ま
ん
し
ま
し
た
。

　

お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
腰
の
曲
が
っ
た
お
じ
い

さ
ん
が
困
っ
た
顔
を
し
て
、
貼
り
紙
の
横
に
立
っ
て
い
る

の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
店
員
さ
ん
に
、「
マ
ス
ク
を
し
て

く
だ
さ
い
ね
。」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お
じ

い
さ
ん
は
、
首
を
か
し
げ
な
が
ら
、
何
か
店
員
さ
ん
に
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
う
ま
く
伝
わ
ら
な

く
、
耳
も
遠
い
よ
う
で
、
店
員
さ
ん
の
声
は
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
わ
り
を
通
る
人
が
そ
の
様
子
を
見
て
、「
マ
ス
ク
を

し
な
い
な
ん
て
、
常
識
な
い
わ
ね
。」
と
話
し
な
が
ら
お

賞
者
の
作
文
朗
読
を
聞
い
た
侑
芽
さ
ん

は
、「
来
年
は
自
分
も
あ
の
場
所
に
立
ち

た
い
！
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
は
、

会
場
で
自
身
の
作
文
朗
読
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
高
賞
の
大
臣
賞
受
賞
と
い
う
快
挙
を
本

当
に
達
成
し
た
こ
と
に
、
周
り
の
大
人
た
ち
は
び
っ
く

り
。
し
か
し
、
本
人
曰
く
「
結
構
自
信
が
あ
っ
た
」
の

だ
と
か
。

　

兄
の
駿
人
さ
ん
は
、
子
ど
も
を
乗
せ
自
転
車
を
こ
い

で
い
た
耳
の
聞
こ
え
な
い
母
親
が
、
踏
切
で
線
路
に
タ

イ
ヤ
が
挟
ま
っ
て
し
ま
い
、
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

と
っ
さ
の
行
動
で
助
け
た
体
験
を
書
き
ま
し
た
。
作
文

を
書
い
た
き
っ
か
け
は
、「
自
分
の
し
た
親
切
を
知
っ
て
、

周
り
の
人
も
親
切
を
し
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
た

か
ら
」。
将
来
は
学
校
の
先
生
を
目
指
す
、
し
っ
か
り

者
の
お
兄
さ
ん
で
す
。

　

そ
ん
な
優
秀
な
兄
妹
を
育
て
た
母
親
の
あ
さ
み
さ
ん

い
さ
ん
は
お
店
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

「
少
し
小
さ
い
で
す
が
、
こ

の
マ
ス
ク
を
使
っ
て
く
だ
さ

い
。」

と
、
思
い
き
っ
て
声
を
か
け

て
み
ま
し
た
。
私
の
声
が

し
っ
か
り
と
お
じ
い
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
心
配
だ
っ

た
け
れ
ど
、
お
じ
い
さ
ん
は
笑
顔
で
私
に
「
あ
り
が
と

う
。」
と
言
っ
て
、
マ
ス
ク
を
着
け
て
く
れ
ま
し
た
。
う

れ
し
く
て
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
お
じ

審
査
員
よ
り

今
年
、
日
本
中
の
お
店
で
こ
う
い
う
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

で
も
周
囲
の
対
応
は
、
果
た
し
て
島
田
さ
ん
の
よ
う
に
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
作
品
を
読
む
と
、
小
学
4
年
生
の
純
粋

な
感
受
性
と
勇
気
に
、
読
み
手
の
心
も
震
え
ま
す
。「
常
識
な

い
わ
ね
」
と
い
う
周
囲
の
声
は
島
田
さ
ん
を
傷
つ
け
、
怒
り
も

感
じ
た
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
思
い
や
り
を
。
そ
れ
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
向
か

う
心
構
え
だ
と
島
田
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
さ

ん
と
同
じ
よ
う
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
さ
ん
が
お
店
に
入
っ
て
い
く
の
を
見
届
け
て
か
ら
家
に

帰
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
私
は
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
て
も
、

一
人
で
声
を
か
け
る
勇
気
を
出
せ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
は
自
分
か
ら
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

一
歩
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
み

ん
な
が
笑
顔
で
思
い
や
り
を
持
ち
、
支
え
合
え
れ
ば
す
て

き
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
お
じ
い
さ
ん
の
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
は
、
私
の
心
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

店
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
、
お
じ
い
さ
ん
が
、
か

わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
一
人
で
の
買
い
物
に
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
た
気
持
ち
が
、
悲
し
い
思
い
に
変
わ
っ
た
ま

ま
お
店
に
入
り
ま
し
た
。

　

買
い
物
を
す
ま
せ
て
お
店
を
出
よ
う
と
し
た
と
き
、
私

は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
が
、
ま
だ
お
店
に
入

れ
ず
に
立
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
り
、

自
分
に
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
し
ば
ら
く
考
え
ま
し

た
。

「
あ
っ
。」
思
わ
ず
声
に
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、

い
つ
も
ポ
ー
チ
に
予
備
の
マ
ス
ク
を
も
う
一
枚
入
れ
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
あ
げ
れ
ば
、
お
じ

船橋市支部林代表（左）
より島田兄妹に贈呈

表彰式はオンライン会議システム
「Zoom」で全クラスに配信

は
、
医
療
関
係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
お
り
、
休
校
期
間
中

も
当
然
仕
事
を
休
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
お
兄

さ
ん
の
駿
人
さ
ん
が
、
侑
芽
さ
ん
の
勉
強
を
見
た
り
、
作

文
指
導
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
侑
芽
さ
ん
は
、
そ
ん
な
面

倒
見
の
い
い
お
兄
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

　

日
頃
か
ら
、
家
族
内
で
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
支

え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
と

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
あ
さ
み
さ
ん
。
兄
妹

そ
ろ
っ
て
の
受
賞
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、

親
切
に
つ
い
て
考
え
、
実
行
す
る
体
験
が

で
き
た
こ
と
が
二
人
に
と
っ
て
何
よ
り
の

宝
物
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

侑
芽
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
さ

ん
。「
人
を
支
え
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
、

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
き
っ

と
、
患
者
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
っ
た
す
て

き
な
看
護
師
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
Information
◦島田兄妹の作文は「小さな親切」運動Webサ

イトでお読みいただけます。
◦島田侑芽さん本人による作文朗読をYouTube

「小さな親切」運動チャンネルで公開中です。
　ぜひご覧下さい。

第
45
回 「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
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【第45回「小さな親切」作文コンクール】

【
優
秀
賞
】19
名

〈
小
学
生
の
部
〉 

９
名

山
形
県 

長
井
市
立
平
野
小
学
校 

3
年

丹
野 

陽
斗

山
形
県 

山
形
市
立
蔵
王
第
一
小
学
校 

4
年

田
中 

柊

山
形
県 

米
沢
市
立
万
世
小
学
校 
5
年

情
野 

凛
々

長
野
県 

松
本
市
立
開
智
小
学
校 

6
年

岩
波 

理
咲

静
岡
県 

浜
松
市
立
三
方
原
小
学
校 

4
年

髙
瀬 

叶
真

奈
良
県 

葛
城
市
立
新
庄
小
学
校 

4
年

今
村 

琉
雅

熊
本
県 

山
鹿
市
立
鹿
北
小
学
校 

5
年

渡
辺 

敦
輝

熊
本
県 

熊
本
市
立
西
里
小
学
校 

6
年

安
達 

拓
希

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
市
立
田
上
小
学
校 

1
年

竹
内 

愛
萊

〈
中
学
生
の
部
〉 

10
名

青
森
県 

弘
前
市
立
北
辰
中
学
校 

3
年

藤
田 

更
紗

栃
木
県 

栃
木
市
立
栃
木
西
中
学
校 

3
年

新
村 

日
奈
子

福
井
県 

敦
賀
市
立
粟
野
中
学
校 

3
年

金
山　

愛

兵
庫
県 

滝
川
第
二
中
学
校 

1
年

田
渕 

聖
依

福
岡
県 

福
岡
県
立
育
徳
館
中
学
校 

1
年

向
野 

愛
尋

【
特
別
優
秀
賞
】6
名

〈
小
学
生
の
部
〉 

3
名

「
忘
れ
物
を
と
ど
け
に
」

群
馬
県 

富
岡
市
立
高
瀬
小
学
校 

5
年

窪
田 

琉
良

「
誰
か
の
た
め
の
パ
ワ
ー
」

徳
島
県 

徳
島
市
加
茂
名
南
小
学
校 

5
年

秋
月 

萌
花

「
心
と
心
を
つ
な
ぐ
リ
ボ
ン
」

福
岡
県 

北
九
州
市
立
足
立
小
学
校 

5
年

小
田 

孝
太
朗

〈
中
学
生
の
部
〉 

3
名

「
目
に
は
見
え
な
い
障
が
い
」

千
葉
県 

船
橋
市
立
三
山
中
学
校 

2
年

島
田 

駿
人

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
】

「
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

千
葉
県 

船
橋
市
立
三
山
東
小
学
校 
4
年

島
田 

侑
芽

【
文
部
科
学
大
臣
賞
】

「
コロ
ナ
で
変
化
し
た
親
切
」

山
形
県 

山
形
市
立
第
五
中
学
校 

1
年

金
成 

千
彩

【「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部
賞
】2
名

「
着
け
た
く
な
る
マ
ス
ク
」

鹿
児
島 

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校 

6
年

川
上 

悠
来

「
言
葉
の
か
け
橋
」

岩
手
県 

宮
古
市
立
崎
山
中
学
校 

3
年

前
川　

郁

【
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
賞
】

「
晴
れ
ま
す
よ
う
に
」

兵
庫
県 

愛
徳
学
園
小
学
校 

5
年

河
合 

杏
奈

【
入　

選
】100
名

〈
小
学
生
の
部
〉 

50
名

秋
田
県 

鹿
角
市
立
大
湯
小
学
校 

4
年

眞
鍋 

冬
馬

山
形
県 

山
形
大
学
附
属
小
学
校 

2
年

斎
藤　

拓

山
形
県 

山
形
市
立
千
歳
小
学
校 

6
年

見
澤 

賢
志
朗

山
形
県 

長
井
市
立
豊
田
小
学
校 

6
年

内
谷 

心
音

福
島
県 

大
玉
村
立
玉
井
小
学
校 

4
年

渡

 

遙
子

栃
木
県 

栃
木
市
立
栃
木
第
三
小
学
校 

4
年

早
乙
女 

直

栃
木
県 
栃
木
市
立
大
平
西
小
学
校 

5
年

小
幡 
陽
生

栃
木
県 
宇
都
宮
市
立
石
井
小
学
校 

6
年

萩
庭 

悠
太

栃
木
県 

佐
野
市
立
赤
見
小
学
校 

6
年

侘
美 

志
萌

群
馬
県 

富
岡
市
立
富
岡
小
学
校 

2
年

折
茂 

志
帆

埼
玉
県 

川
口
市
立
新
郷
小
学
校 
4
年

井
野
口 

颯
希

千
葉
県 

千
葉
市
立
打
瀬
小
学
校 

3
年

松
土 

葉
月

千
葉
県 

船
橋
市
立
海
神
小
学
校 

3
年

山
﨑 

祐
衣
香

千
葉
県 

鎌
ケ
谷
市
立
道
野
辺
小
学
校 

5
年

中
村 

斗
翔

千
葉
県 

船
橋
市
立
法
典
東
小
学
校 

5
年

塚
本 

慶
太
郎

千
葉
県 

鎌
ケ
谷
市
立
北
部
小
学
校 

6
年

上
原 

花
凜

神
奈
川
県 

秦
野
市
立
西
小
学
校 

5
年

園
田 

蒼
大

神
奈
川
県 

秦
野
市
立
堀
川
小
学
校 

6
年

今
野 

由
純

第
45
回「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル　
入
賞
・
入
選
者
者
一
覧

入
賞・入
選
者
１
３
０
名

応
募
総
数
２
３
，７
０
４
編
（
小
学
生
：
３
，７
６
０
編
／
中
学
生
：
１
９
，９
４
４
編
）

主
催
：
公
益
社
団
法
人「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部

後
援
：
内
閣
府　

文
部
科
学
省　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

毎
日
新
聞
社

協
賛
：
カ
シ
オ
計
算
機
株
式
会
社　

株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

「
親
切
に
な
る
勇
気
」

静
岡
県 

静
岡
市
立
蒲
原
中
学
校 

1
年

栗
原 

微
始

「
種
を
ま
く
」

岡
山
県 

倉
敷
市
立
味
野
中
学
校 

3
年

湯
地 

亜
弥
乃

福
岡
県 

北
九
州
市
立
思
永
中
学
校 

3
年

中
村　

雫

熊
本
県 

熊
本
市
立
下
益
城
城
南
中
学
校 

2
年

児
玉 

し
ゅ
り

大
分
県 

国
東
市
立
安
岐
中
学
校 

2
年

中
野 

さ
く
ら

宮
崎
県 

宮
崎
市
立
木
花
中
学
校 

3
年

野
﨑 

綺
音　

鹿
児
島
県 

喜
界
町
立
喜
界
中
学
校 

1
年

小
山　

光

※
氏
名
の
旧
字
体・異
体
字
に
つ
い
て
は
一
部
常
用
漢
字

で
表
記
し
て
い
ま
す
。

福
井
県 

越
前
市
北
日
野
小
学
校 

1
年

加
藤 

新
大

福
井
県 

越
前
市
武
生
南
小
学
校 

5
年

山
村 

由
弥

静
岡
県 

浜
松
市
立
都
田
南
小
学
校 

1
年

松
野 

二
久

静
岡
県 

静
岡
市
立
大
里
西
小
学
校 

2
年

近
藤　

翼

静
岡
県 

浜
松
市
立
佐
鳴
台
小
学
校 

3
年

山
崎　

蘭

静
岡
県 

磐
田
市
立
磐
田
北
小
学
校 

5
年

相
馬 

隆
之
介

静
岡
県 

富
士
市
立
富
士
第
一
小
学
校 

6
年

若
月 

瑛
伶
奈

奈
良
県 

桜
井
市
立
城
島
小
学
校 

2
年

本
田 

蒼
大

奈
良
県 

生
駒
市
立
壱
分
小
学
校 

5
年

森 

あ
や
の

島
根
県 

出
雲
市
立
さ
く
ら
小
学
校 

1
年

滿
田 

颯
真

島
根
県 

松
江
市
立
古
志
原
小
学
校 

4
年

岡　

桃
子

岡
山
県 

倉
敷
市
立
児
島
小
学
校 

3
年

横
溝 

友
悠

山
口
県 

岩
国
市
立
神
東
小
学
校 

1
年

西
村 

仁
成

山
口
県 

長
門
市
立
深
川
小
学
校 

3
年

村
田 

龍
之
介

山
口
県 

岩
国
市
立
由
宇
小
学
校 

6
年

坂
井 

夢
芽

徳
島
県 

徳
島
市
南
井
上
小
学
校 

2
年

安
藤 

維
人

香
川
県 

琴
平
町
立
象
郷
小
学
校 

1
年

吉
元　

楽

香
川
県 

琴
平
町
立
琴
平
小
学
校 

2
年

大
島 

あ
か
り

香
川
県 

宇
多
津
町
立
宇
多
津
北
小
学
校 

3
年

髙
岩 

祐
希

香
川
県 

三
豊
市
立
桑
山
小
学
校 

5
年

石
井 

み
ゆ

福
岡
県 

北
九
州
市
立
二
島
小
学
校 

5
年

髙
島　

煌

福
岡
県 

苅
田
町
立
白
川
小
学
校 

5
年

中
村 

心
海

福
岡
県 
築
上
町
立
椎
田
小
学
校 

5
年

尾
﨑 
亮
介

福
岡
県 
小
郡
市
立
東
野
小
学
校 

5
年

牧
野 

凌
雅

佐
賀
県 

佐
賀
市
立
赤
松
小
学
校 

6
年

井
上 

ま
い

熊
本
県 

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校 

2
年

冨
田 

怜
那

熊
本
県 

山
鹿
市
立
三
玉
小
学
校 
5
年

池
田 

香
奈
恵

熊
本
県 

熊
本
市
立
託
麻
西
小
学
校 

6
年

藤
本 

陸
生

大
分
県 

杵
築
市
立
立
石
小
学
校 

4
年

江
渡 

京
助

鹿
児
島
県 

池
田
学
園
池
田
小
学
校 

2
年

渡
邉 

愛
子

鹿
児
島
県 

姶
良
市
立
蒲
生
小
学
校 

5
年

中
島 

妃
咲

ド
イ
ツ Jakob Fugger G

ym
nasium

 

5
年

中
原
レ
オ
ン
獅
童

〈
中
学
生
の
部
〉 

50
名

北
海
道 

北
斗
市
立
上
磯
中
学
校 

2
年

池
田 

陽
葵

青
森
県 

十
和
田
市
立
切
田
中
学
校 

2
年

原
田 

実
來

青
森
県 

八
戸
市
立
是
川
中
学
校 

3
年

上
野 

咲
良

山
形
県 

山
形
市
立
第
十
中
学
校 

2
年

川
田 

朋
佳

山
形
県 

米
沢
市
立
第
二
中
学
校 

3
年

森　

健
悟

山
形
県 

米
沢
市
立
第
三
中
学
校 

3
年

佐
藤 

実
祐

山
形
県 

白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校 

3
年

鈴
木 

愛
梨

栃
木
県 

栃
木
市
立
藤
岡
第
一
中
学
校 

1
年

酒
井 

一
樹

栃
木
県 

佐
野
市
立
葛
生
中
学
校 

1
年

飯
田 

優
人

埼
玉
県 

さ
い
た
ま
市
立
浦
和
中
学
校 

2
年

藤
井　

彩

千
葉
県 

鎌
ケ
谷
市
立
鎌
ケ
谷
中
学
校 

1
年

木
許  

ク
リ
ス
ト
フ
ァ  

幸

千
葉
県 

専
修
大
学
松
戸
中
学
校 

3
年

石
塚 

愛
美

千
葉
県 

船
橋
市
立
若
松
中
学
校 

3
年

顧　

博
文

千
葉
県 

鎌
ケ
谷
市
立
第
三
中
学
校 

3
年

砂
田 

唯
那

東
京
都 

明
星
中
学
校 

1
年

小
谷 

芽
咲

福
井
県 

福
井
市
社
中
学
校 

3
年

内
田 

順
太

長
野
県 

富
士
見
町
立
富
士
見
中
学
校 

2
年

五
味 

愛
凜

長
野
県 

信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
松
本
中
学
校 

3
年

笠
井 

紫
恩

岐
阜
県 

岐
阜
市
立
藍
川
東
中
学
校 

2
年

田
原 

里
奈
子

静
岡
県 

静
岡
市
立
安
東
中
学
校 

3
年

相
川 

瑠
菜

三
重
県 

四
日
市
市
立
富
洲
原
中
学
校 

1
年

川
田 

那
菜

大
阪
府 

東
大
阪
市
立
石
切
中
学
校 

3
年

西
村 

光
麗

兵
庫
県 

関
西
学
院
中
学
部 

3
年

清
水 

謙
真

奈
良
県 

生
駒
市
立
鹿
ノ
台
中
学
校 

1
年

松
下 

彩
月

奈
良
県 

河
合
町
立
河
合
第
二
中
学
校 

2
年

西
脇 

亜
依

奈
良
県 

大
和
郡
山
市
立
郡
山
西
中
学
校 

3
年

藤
森 

美
花

鳥
取
県 

鳥
取
市
立
南
中
学
校 

1
年

小
谷 

裕
綺
音

鳥
取
県 

大
山
町
立
大
山
中
学
校 

3
年

小
原 

乙
華

島
根
県 

安
来
市
立
伯
太
中
学
校 

3
年

宮
本 

真
妃

広
島
県 

広
島
市
立
宇
品
中
学
校 

2
年

稲
本 

佳
奈

山
口
県 

岩
国
市
立
由
宇
中
学
校 

1
年

升
永 

晴
仁

山
口
県 

柳
井
市
立
柳
井
西
中
学
校 

1
年

森
本 

彩
響

山
口
県 

周
南
市
立
岐
陽
中
学
校 

2
年

川
口 

博
大

山
口
県 

防
府
市
立
富
海
中
学
校 

2
年

河
内 

そ
の
み

徳
島
県 

徳
島
文
理
中
学
校 

2
年

折
本 

悠
真

香
川
県 

観
音
寺
市
立
大
野
原
中
学
校 

1
年

内
林　

愛

香
川
県 

高
松
市
立
龍
雲
中
学
校 

2
年

平
田　

葵

香
川
県 

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
高
松
中
学
校 

2
年

河
田 

樹
季

香
川
県 

高
松
市
立
桜
町
中
学
校 

3
年

川
野 

く
る
み

福
岡
県 

北
九
州
市
立
浅
川
中
学
校 

2
年

入
口 

芽
依
奈

福
岡
県 

築
上
町
立
築
城
中
学
校 

3
年

内
藤 

陽
哉

佐
賀
県 

佐
賀
県
立
致
遠
館
中
学
校 

2
年

古
賀　

成

長
崎
県 

対
馬
市
立
久
田
中
学
校 

2
年

白
田 

獅
道

熊
本
県 

熊
本
市
立
京
陵
中
学
校 

2
年

主
海 

美
来

熊
本
県 

熊
本
市
立
富
合
中
学
校 

2
年

成
松 

真
大
朗

熊
本
県 

熊
本
市
立
二
岡
中
学
校 

2
年

川
津 

小
柚
喜

大
分
県 

別
府
市
立
青
山
中
学
校 

2
年

仲 

ひ
な
の

大
分
県 

臼
杵
市
立
南
中
学
校 

2
年

清
原 

静
琉

宮
崎
県 

宮
崎
県
立
都
城
泉
ヶ
丘
高
等
学
校
附
属
中
学
校 

3
年

山
内 

ま
ゆ
き

ベ
ル
ギ
ー 

ブ
ラ
ッ
セ
ル
日
本
人
学
校 

中
学
部 

3
年

吉
田 

英
里
名

北き
た

村む
ら 

清せ
い

士し

福
島
県
本
部
前
代
表

（
株
式
会
社
東
邦
銀
行
取
締
役
会
長
）

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
、
県
代
表
に
就

任
。
毎
年
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
「
小

さ
な
親
切
」
実
行
章
に
推
薦
す
る
な
ど
、

青
少
年
の
心
の
育
成
活
動
に
特
に
力
を

入
れ
た
。
ま
た
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）

年
に
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
活
動
を
広
く
県
内
に
呼
び

か
け
、
全
県
的
な
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
は
、
復
興
支
援
に
も
力
を

入
れ
、
運
動
本
部
が
主
催
す
る
被
災
地
域
で
の
青
少
年

す
こ
や
か
育
成
事
業
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。

林は
や
し　

静
じ
ょ
う

誠せ
い

千
葉
県 

船
橋
市
支
部
代
表

（
社
会
福
祉
法
人
清
和
会
理
事
長
）

　

昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
、
船
橋
市
支
部
の
設
立
と

と
も
に
副
代
表
に
就
任
。
平
成
4

（
１
９
９
２
）
年
よ
り
支
部
代
表
を
務
め
、

支
部
主
催
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
者
の

中
か
ら
、「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
の

推
薦
案
件
を
選
考
す
る
取
り
組
み
を
、

運
動
本
部
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
な
ど
、
独
自
の
ア
イ

デ
ア
で
青
少
年
の
心
の
育
成
に
貢
献
し
た
。

下し
も

田だ 

裕ひ
ろ

紹つ
ぐ

群
馬
県 

富
岡
支
部
前
副
代
表

（
退
職
校
長
会
甘
楽
富
岡
支
部
元
副
支
部
長
）

　

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
年
の
入
会
以
来
、
会
計
、
事

務
局
長
を
歴
任
。
元
校
長
の
経
歴
を

生
か
し
、「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
の

贈
呈
や
支
部
主
催
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

に
尽
力
。
ま
た
、
自
ら
学
校
や
公
民
館
、

会
員
企
業
な
ど
を
訪
問
し
、
運
動
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
、
会
員
増
強
に
も
力

を
注
い
だ
。

一
人
ひ
と
り
の
熱
意
が
運
動
の
原
動
力

内
閣
官
房
長
官
賞

　

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
、
副
代
表
に
就
任
し
、
支
部

創
立
30
周
年
の
記
念
誌
の
編
集
を
担
当
し
た
。

岡お
か

田だ 

博ひ
ろ

利と
し

福
岡
県 

行
橋
支
部
副
代
表

（
元
福
岡
県
議
会
議
員
）

　

平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
の
入
会
以

来
、「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
の
推
薦

活
動
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
な
ど
を
積
極

的
に
推
進
し
、
長
年
に
亘
っ
て
温
か
く

美
し
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
平
成
22
（
２
０
１
０
）

年
、
副
代
表
に
就
任
し
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や
全
国

地
方
本
部
事
務
局
長
会
議
に
参
加
す
る
な
ど
、
他
県
と

の
情
報
交
換
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

小こ
ば

林や
し 

道み
ち

子こ

埼
玉
県 

川
口
支
部
事
務
局
長

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　

昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
よ
り
、
地
域
の
親
切
運
動
に

参
加
。
昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
、
同
支
部
が
発
足
す

る
と
運
動
に
正
式
加
入
し
、
翌
年
よ

り
事
務
局
長
を
務
め
る
。
例
年
、
約

３
、０
０
０
名
が
参
加
す
る
大
規
模
な

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
参
加
呼
び
か
け
や
、

ご
み
袋
配
布
等
の
準
備
を
主
導
す
る
な

ど
、
支
部
の
中
心
的
存
在
と
し
て
長
年

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

今
年
度
の﹁
小
さ
な
親
切
﹂運
動
功
労
者
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

例
年
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
功
労
者
の
皆
様
は
、
全
国
表
彰
式
で
表
彰
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
て
、
11
月
22
日（
日
）に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
令
和
２
年
度「
小
さ
な
親
切
」
運
動
全
国
表
彰
式
の
開
催
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
様
に
は
、
地
域
組
織
か
ら
の
伝
達
及
び
郵
送
に
て
賞
状
と
楯
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

北村前代表（左）と運動本部・
山橋専務理事

富岡支部のつどいで表彰を
受ける下田前副代表（右）

千葉県本部・青柳俊一
代表（左）より贈呈

川口支部・原島代表（左）
と役員の小堀夫妻とともに


